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三重県産魚類養殖技術の高度化 

漁場環境と外湾・陸域環境および生産効率との関係性の解析 

 

 

松田浩一・宮本敦史・田路拓人 

 

目的 

三重県の魚類養殖による生産の安定化を図るために，

多くの海域で上昇傾向が報告されている水温に関して，

魚類養殖漁場における変動状況を調査・把握するととも

に，漁場水温と外湾・陸域環境との関係性について検討

する。また，水温をはじめとする漁場環境が魚類養殖の

生産効率に及ぼす影響について明らかにする。 

 

材料と方法 

１．主要な魚類養殖漁場における水温の測定 

三重県の熊野灘沿岸で盛んに行われている魚類養殖漁

場の水温変動状況を把握するため，主要な漁場を 4 か所

抽出し（表 1），水温ロガーを設置して水温の測定を行っ

た。 

表1． 水温の測定を開始した地区と測定場所・測定水深

測定地区 測定場所 測定水深 測定開始時期

南伊勢町迫間浦 湾奥部 2m H29年5月

大紀町錦 湾口部と湾奥部 2m、5m、10m H29年6月

紀北町引本浦 湾口部と湾奥部 2m H29年6月

尾鷲市三木浦 湾奥部 2m、5m H29年12月  

水温の測定は，水温ロガーを測定水深に設置し，2 時

間に 1回記録するように設定して行った。水温ロガーは

約 3 か月に１度交換して水温データを抽出し，データの

解析に供した。 

 

２．長期水温モニタリングのデータ解析 

 水産研究所では，試験用生簀を設置している尾鷲湾大

曽根沖の魚類養殖漁場において，昭和 46 年度から荒天で

給餌できない日を除いて平日の毎日，午前 10 時前後に水

温の測定を実施している。大曽根沖での水温の測定水深

は，表層，2m，5m，10m の 4 層であり，それぞれの水

深で採水した海水の水温を棒状水温計を用いて読み取っ

ている。このうち水深 2m の水温データを用いて，昭和

46～平成 29 年度における魚類養殖漁場の水温変動の様

子を解析した。 

 

３．魚類養殖場の水温に及ぼす外洋・陸域環境の影響 

 上記の尾鷲湾大曽根沖で尾鷲水産研究室が平成 29 年

度に測定した水温データを用いて，大曽根沖の水温に対

する外洋・陸域環境の影響を検討した。外洋環境として

黒潮の流路を取り上げ，大王崎から黒潮流軸までの距離

（海上保安庁のホームページにある海洋速報＆海流推測

図から）と大曽根沖の水温の関係を検討した。また陸域

環境としては尾鷲市における気温データ（津気象台のホ

ームページから）を用いた。なお検討に当たっては，大

曽根沖における平成 29 年の水温及び尾鷲市における気

温ともに，各月の上旬・下旬の平均値と平年値（昭和 56

年～平成 22 年の平均値）との差をとった水温偏差・気温

偏差の値を用いた。 

 

４．魚病の発生と水温の関係 

 主要な養殖種であるマダイに関して，年間の魚病発生

件数に及ぼす水温の影響を把握するため，生産者による

病魚持ち込みによって水産研究所が診断を行った件数

（水産研究所と尾鷲水産研究室が行った魚病診断の合計

件数）と尾鷲湾大曽根沖の水温（直近の 10 か年のデータ）

の関係を検討した。なお，マダイの魚病診断件数は，養

殖生産量 1,000 トン（漁業養殖業生産統計）あたりの値

に換算し，発生指数として用いた。 

 

結果 

１．主要な魚類養殖漁場における水温の測定 

平成 29 年 12 月から水温測定を開始した三木浦を除い

た 3 地区での水温の推移を図 1 に示した（水深 2m）。水

温は，大きな季節的な変動の他に，2 週間程度の周期で小

刻みに上下しながら推移していた。3 地区の水温の比較で

は，迫間浦は他の 2 地区より夏期水温は高く，冬期水温

は低い傾向が見られ，引本浦の夏期水温は低く，冬期水

温は高い傾向が見られた。錦の水温は迫間浦と引本浦の

間を推移した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1．水温測定を行った 3 海域での水温の推移（水深 2m） 




